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格子なき牢獄

仏．A ・ プレスビュルジェ(1938)
監 督 レオニイド・モギイ
脚 色 モギイ ・ ウィルヘルム
台 詞 アソリ・ジャンソン
撮影 クリスチャソ ・ マトラ

クロオド ・ ルノア ー ル
音 楽 ウィル ・ グロッス

ーキャストー
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(1938年12月20日東京日比谷映画劇場で封切）

『格子なぎ牢獄』について

飯 島 正

『格子なき牢獄』(38)の監督者レオニイド ・ モギイ
は、この作品以前に『赤ちゃん』(36)という佳作をつ
くっているし、その後にも『美しき争い』 (38) その
他問題こなる作品もたくさんあるが、いままでにぼく
が見たか苔りでは、この『格子なき牢獄』が彼の第一
の代表作として後世iこのこるので｝まないかとおもう。

モギイは純枠のフランス人ではないっロジャのウク
ライナ生まれ(1899)である。オデッサで法律を勉強
したが、1918年に映画界しこしまいった。キニフでニュウ
ズ映画や短篇映画をつくり、モスクワにでて科学映画
をつくった。1929年フランスにきて、フランス映画界
の人となった。そしてフランスに帰化した。その後ア
メリカやイクリアヘ行って映画の監督をしたが、まず
フランスで処女作以後数本をつくっているとこ ろ か
ら、彼もフラ ‘ノスの映画監督者としても、まちがいで
はないとおもう。

しかし、やしまりそれでも純I都のフラソスの監督者と
はかなりちがったところがあり、それがまた彼の独自

の作風にもなっている。第二次世界大戦前までは、フ
ランス映画iこは比較的社会問題をとりあつかった映画
はすくなかった。フランス人は一体に社会問題をとり
あつかうことを、演劇でも映画でもあまり こ の ま な
い。モギイはさすがにソヴェト映画界に育だったひと
だけに、これを手がけた。しかしすでにフランス映画
の洗礼を受けているのだから、露骨な主義主張D映画
はつくらない。処女作『赤ちゃん』は寄宿女学校の集
団生活をえがいたもので、社会戯のにおいはほとんど
ないが、第二作『格子なき牢獄J)はおなじ集団生活を
えがいても、舞台が女子感化院の内部であるから、当
然これは社会闊的な題材であるし、モギイの意図はこ
れを『格子なき牢獄J)とみなしている点にもすでにあ
きらかである。

- ―アンニイ・デュ コ オの扮する女子感化院の監督
は、院内の一人の（少女コリソヌ・リュシェル）のわ
るい性質をなおそうとしてまずその少女の人格を尊重
し、彼女を信頼することからはじまる。裏切られても
信頼はすてない。そのためには、自分の恋人をこの少
女iこうばわれるようなことさえおこる。しかし彼女は
それで少女が真人間になればと、自分の恋まであきら
める。少女は彼女の信頼を裂切らずに、やがて善良な
娘になった。―これがこ‘く簡単なあらすじである。

この映画の封切当時、ぼくはつぎのようなノオトを
書いておいた。いまそれをとりだしてみた。

「この映画は、まずその舞台が感化院であるという点
で、どうしても社会的な要素が映画にはいってくる。
したがって人間的な単純な感I青のほかに、社会生活の
きしみから生じる問題がおこる。感化院の制度という
ことにも問題がのびる。

ここにこの映画の根本的な性質がある。 『格子なき
牢獄』は一見社会劇iこ見える。しかし、それはやむを
えない当然の結果としてそうなったので、それを映画
のおもしろさと同一視するわけには行かない。」

当時のぼくは、 『格子なを牢獄』を「やむをえない



社会劇 」とみたが、これは少，，，認諦不足であったかも
知れない。 フランス映画の領向からいえばこういえる
のだが、 モ ギイの前身をくわしく知らなかったので、
「やむをえない」とみる気にもなったのだろう。さら
にいまおもいかえしてみれば、当時はフランスも人民
戦線の時代であった。モギイはその点も考えていたこ
とだろう。＇しかし負けおしみではないが、映画から受
ける感じゃ描写の重点からみると、これは決して社会
劇ではない3つである。さらに引用をつづけよう。
「もちろんそギイは、感化院のわるい制度をたてなお
すことをのぞんだであろう。しかし、映画のモギイしま
むしろ、わかい娘たちのおのおのの生活、旧院長や新
院長の当然ふむべき道にそったそれぞれの生きかた、
をえがいたのであって、あたらしい制度によってどう
感化院が改善されたか、を説明したのではない。それ
ゆえ、ぼくたちがこの映画から受ける印象は、問題の
きびしさよりも、それにかかりあって発露される人間
の生活力のみずみずしさである。」‘

たしかにいまおもいかえしてもそうであった。感化
院の女監督に信頼されて、外出をゆるされたコリン ヌ
・リュシェルが、いかめしい鉄門をでてあかるい外光
のもと、野道をおどりあがってかけて行く、あのごく
簡単なージイクェ‘ノスを見ただけでも、そのことはよ
くわかるのである。
「これは、あたらしい生活に出発するネリイ（リュジ
ェル）にとっても、ここに一生をささげようと決心し
たイヴォソヌ（デュコオ）にとっても同様である。方
向こそちがえ、みんな、生きる力にみちみちている。」

また―

「多少筋のうえの無理もあるが、いまのべたような涸
人個人の生きかたを中心にしたゆたかな描写によって
それは十分カヴァされている。1固性をおもんじ、機械
的な集団的演技をしいない モギイの演出力、カティ‘ノ
グのたしかさ、主演の二人、およびマクジミリエヌの
役をそのままに生きた演技、みなみごとな も の で あ

る。ひとり、 ロ ジェ ・ デュシェヌの扮する男の役は、
すこし不得要領であるが、むしろこれは、全体の統一
に対する捨石であるとみたほうがただしかろう。

ことし(1939)封切られた外国映画のうち、これは
第一に推すべき名作である。」

1939年の『キネマ旬報』のベスト ・ テ‘ノでは、『格
子なき牢獄』が、第一位の『望郷』についで第二位に
なった。だが、ぼく自身は『望郷』を第一位にしない
で、これを第一位としたおぼえがある。それほど当時
ぼくはこれに感心したのである。

まえにあげたネリイが感化院をでて野道を行く、あ
すこは当時みんなが感服したいい場面なのだが、カテ
ィングをまえから仕辛にしていた モ ギイが、わざとな
がい一つのジョットで、なにげなく、しかもあふれる
ほどの惰感をあらわす手腕をもっていることには、実
はびっくりしたのである。そういうショットをぼくは
当時「あふれるショット」と名づけた。こ れ は む し
ろ、モギイがカティングを専門にやってぎただけに、
かえって無意味な「たたみかけジョット」に不滴をも
っているのではないか、ともおもわれた。

それから20年もたった現在、これを見て、どういう
印象を受けるかはまだぼくはためしていない。しかし
上記のような点については、いまでも同感していただ
けるのではないかとおもっている。
(10月19、22、26、29日、11月 2、5、9、12、16日の
9 回、毎回 2 時から上映） ．

フィルム ・ ライプラリーの特別鑑賞会で1957年 4 月
以降にとりあげた映画は次のとおり。
第26回 57. 4~5 

「舞踏会の手帳」（仏、フィルム ・ ヴォグ1937)
監督 ジュリアソ・デュヴィヴィニ、主演 マリイ・
ベル、 フ ラソソアズ・ロゼニ、ルイ ・ ジュヴェほか
第27回 57. 5~6 
「ヨ ー ロッ パの何処かで 」（ラドヴァニイ映画1948)

監督・ゲ ー ザ・ラド｀

ヴァニイ
第28回 57. 6~7 
「人生のお荷物」（松竹1935)監怪五所平之助
主演斎藤達雄、吉川滴子
第29回 57. 9 
「カリカ→ ・博士」（独デクラ ・ ビオス コー プ
1919)監督ロベルト・ウィー ネ、主演ウェル
ナー ・ クラウス、 コソラッド・ファイト
第30回 57. 10~11 

「若い人」（東京発声1937)監督豊田四郎、
主演大日方伝、夏川静江、市川春代
再上映 57. 11 
「人情紙風船」 (P • C • L、 前進座1937)

監督山中貞雄、主演河原崎長十郎、中村翫右
術門、霧立のぼる
第31回 58. 6~7 

「ピグマリオ ‘ノ」（英ガプリエル ・ パスカル
プロ1938)原作バーナード・ジョー、監晋ア
ンソニ ー ・アスキス、レスリー ・ハワ ー ド
第32回 58. 6~7 

「豪傑児雷也」 （日活1921)監督牧野省三、
主演尾上松之助
「桃中軒雲右衛門」(P. c. L、1936)演出
成瀬巴喜男、主演月形竜之介、細川ちか子、
千葉早智子）
第33回 58. 7
「陽気な連中」 （ソ連、キノ コソビナ ー ト19
34)監督ゲ・アレクサヽノドロ フ、主演レオ
ニード ・ ウチョ ー ソフ
第34回 58. 9~10
「馬」（東宝1941)演出山本嘉次郎、主演高

降秀子、竹久千恵子、藤原雛太

国立近代美術館 フイルム・ライプオリー


